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都市地盤情報一次世代 に引き継 ぐ知的公共財産

総　括 表
一 1　 研究 内容の 分類 （12編 ）

　　　　　基礎地盤 コ ン サ ル タ ン ツ   　藤堂　博明

　 1． 報　告

　 本 セ ッ シ ョ ン は 国 際地 盤工 学会ア ジ ア 地 域 テ ク ニ カ ル

コ ミッ テ ィ
ーNo ．10 （ATC10 ）の 国 内委員会 が 担 当 し

た。3 時 間 の セ ッ シ ョ ン は第 1部か ら 3 部 に 分 か れ ，安

田 進 委 員長 （東京 電機大学）の 総合司会の も と，活発な

討議 が 行われ た。第 1 部 で は
．・

般発表 と討議 が，第 2

部 で は地盤情報 シス テ ム の 実例 紹 介 と討議 が，第 3 部

で は委員会 か らの現状報 告が 行 わ れ た。

　第 1部 の
一

般 発 表 は 沢 田 和秀 氏 （岐阜大学） の 司 会

で 行 わ れ た。12編 の 論文 は表
一 1に 示 す よ うに 地 盤 情

報 デー
タ ベ ー

ス （DB ） に 関 す る 論文，　 DB の質や 地層

解釈 に 関す る 論文，DB 利用 に 関す る論 文 に大別 で きる 。

　第 2 部 で は ，三 村 衛 氏 （京都 大 学）の 司会 に よ り

「地 盤 情報 データベ ー
ス 活用 とデー

タ ベ ー
ス 機能の 具体

例 」 と題 し て北海道 （福島宏文氏，寒地土木研究所），

九州 （橋村賢次氏，日本地 研 ），神戸 （沖村 孝 氏，神 戸

大学），関西 （山 本 浩 司 氏，地 域 地 盤 環 境 研 究 所 ） の 各

例 に つ い て，  DB の 概要 ，   シ ス テ ム の 基本的な操作

方法 ，  応 用的な 利用 につ い て 紹介 と PC を使 っ た実演

が 行 われ た 。

　第 3部 で は 筆者が rATC10 都市地 盤情報委員会 」 の

活動 を報告 し，引 き続 き安 田委員長 が防 災科 学技術 研究

所 ，産業技 術 総 合 研 究 所 ，土 木 研 究 所 な ど と地 盤 工 学会

が 連 携 し て 今後 5年 間 の 予定 で 構築す る 「統合化地 下

構造 デー
タベ ー

ス 」 に つ い て 紹介 した。

　 2．　 研究な らびに技術動向

　国内で は各地各組織 で GIS 上 の地 盤 情報 DB が続 々 と

構築 され つ つ あ り，従来 の 都市 域 や局所的な 山地 に 留 ま

らず国 ・地 方 自治 体
・
機構

・
事業団

・
公社 な ど 幅広 い 協

力 を得 て ，北 海道，九州，四 国 で は 各地 方全 域 を構築範

開 と して 目指 す広 域 DB が あ る。 ．一
方，地 盤 情報 に限 定

せず，構造物や 地 上 施設 の情報 を含 ん だ DB が紹介 さ れ ，

今後多様 な地 盤 情報 DB が作 られ る こ とが予感され る。

斜面 情 報 DB ，地 盤 沈 下 や 施工 時 の 計測 DB ，公共構造

物 の ア セ ッ ト DB 等 と 柑 互 に 連結 し た 重層 的 地 盤 情 報

DB が 出現す る で あ ろ う。

　DB の 中に は，各 ボーリン グ 柱状図か ら地 層 を 判定 し

ボ ーリン グ 間 の 地 層 を推定す る機能 を持 つ もの が あ る。

個 別 データが 信 頼出来 る こ とは 当然 と して ，デ
ー

タが多

い ほ ど地 層推定の 精度は 高まる とされて きた が，地 層の

堆積時代
・
堆積環境を精密 に調べ て 更 に精度良 く地層を
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推 定 す る 試 み が 紹介さ れ た。

　また，DB の利用 に つ い て は，液状 化，自然災害 ， 広

域地下水等 が報告 さ れ，地 盤 災害 へ の 利用 に 引き続き関

心 が 高 い
。 データの 密 な 区域 の 土 質定数の 相関性 か ら

デー
タ の 疎 な 区域 の 地盤条件 を推定 す る試 み も紹 介 され

た。

　 3． 現状で の 問題点

　デ
ー

タ の 収集 ・DB の 維持管理 に 関 して ，どの 機関で

どの よ う に行 うか ， 費用は 誰 が 出すの か，版権 は どうか，

新 しい 法 律 は必 要 か ， 等が 従来 か ら基本的問題点 と指摘

さ れ て い る。ま た，個別デ
ー

タ の 質や 取捨選択，解釈 し

た 地 盤の 精度
・
評 価や DB 運 営 者 の 責任 に つ い て は，問

題 点 とされ て は きた が十 分 な 議論 は今後 の 課題で ある。

　4． 将来へ の展望

　 現 在 ，

一
部の DB は所定 の端末で デ

ー
タが 閲覧可能 で

あ るが ，多 くは CD で デ
ー

タ を配布 して い る。し か し

DB が ネ ッ トワ
ー

グ で つ な が れ地 盤 情報 が イソ タ
ーネ ッ

トを通 じて 閲覧で きる時代 は す ぐそ こ ま で 来 て い る。専

門 知 識 の 無 い
一

般 の 人 が DB か らデー
タ を 得 ら れ る時代

には，地 盤 専門家 に と っ て 新 し い 役割 が 求 め られ るであ

ろ う。先 に 紹介 した 「統合化地 下 構造 データベ ー
ス 」 は

ネ ッ トワ
ー

クで つ な が っ た 全 国 ネ ッ トの 地 盤情報 DB 構

築 を 目指 した もので あ る。

　今や 「官」 の デー
タ は 基 本的 に は 公 開可 能で あ るが，

「民 」 の デー
タ を 「次世代 に 引 き継 ぐ知 的 財 産 」 として

い か に 提供 し て も らい 「公 共 財」 とす るか が ， 今後の 課

題 の
一

つ で あ る。個人 の 「知 的財産 」 を 社会が 共有す る

「知的財産」 に変換 す る知 恵 が 求め られ て い る。

　地 盤 情報 DB が続 々 と構築 され つ つ あ る もの の ，「作

るの は 易 しい が 維持管理 は難 しい 」 とい う。維持管理 の

た め の リ ソ
ー

ス や仕組 み に つ い て 工 夫 し，苦 労 して 作 っ

た DB を是非 「次 世代 に引 き継 」 い で 欲 し い 。
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